
2012年夏実施試験対策

冬開講講座

2012 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

●理系英語（基礎）
●理系英語（工学系）
●理系英語（理学系）
●国際関係論
●法学・政治学英語
●MBA論述対策
●MBA英語

●英語長文読解［文法編］
●英語長文読解［標準編］
●英語長文読解［上級編］
●ＴＯＥＦＬ®対策
●ＴＯＥＩＣ®対策
●論述力強化

レギュラー科目（全20回／1回2時間講義）

OP 理系英作文（7回）
OP 社会・公共政策論（7回）
OP 政治学（7回）
OP 国際協力・国際開発論（7回） 

OP MBA＆MOT経営戦略（5回）
OP MBAマーケティング（5回）
OP MBA人事・組織戦略（5回）
OP MBA＆MOTイノベーション戦略（5回）

オプション科目（全5～7回／1回2時間講義）

レギュラー科目
基本講習

20回

オプション科目 全5～7回

15回 直前講習
★初学者でもOK
★体系的な理解

★研究計画書や面接で必要な実力を養成★研究計画書や面接で必要な実力を養成

★実践力を養成
5回

研究計画書指導 概要講義1回＋個別指導2回

夏入試

※研究計画書指導に関しては、各校舎により内容が異なる場合があります。

※オプション科目のみをご受講の場合、研究計画書指導はつきません。

★研究計画書や面接で必要な実力を養成

コース追加科目

●英語長文読解［文法編］
●英語長文読解［標準編］
●英語長文読解［上級編］
●ＴＯＥＦＬ対策　　 
●ＴＯＥＩＣ対策　
●論述力強化

※速習コース、社会人入試コース（中
面参照）をご受講の方に特別料金
で提供する科目の一覧です。

Curriculum Overview

●東京大学大学院　情報学環・学際情報学府 社会情報学コース
●東京大学大学院　新領域創成科学研究科
●東京大学大学院　総合文化研究科
●慶應義塾大学大学院　政策・メディア研究科

●早稲田大学大学院　環境・エネルギー研究科
●上智大学大学院　グローバル・スタディーズ研究科
●法政大学大学院　政策創造研究科
●中央大学大学院　公共政策研究科

TOEIC®対策／TOEFL®対策
国内MBA・MOT対策

2012年夏
受験予定の方
むけのDVD講座！

コース・単科受講の場合
（オプション科目のみ除く）

研究計画書指導が
無料で受けられる！

過去問題・
受験アンケート閲覧
個別カウンセリング
などのサポートも充実！
自習室も完備！

休日中心の通学など
各自のスケジュール
に合わせた
受講が可能！

文系の方でも以下の大学院受験予定の方などに最適なスケジュール ※2011年度参考

DVD
受講

理系／国際関係・政治政策系
大学院入試対策

理系大学院、国際関係・政治政策系大学院の中には、一般的な大学院とは、入試時期が

異なるケースがあります。また、TOEIC、TOEFLが必須の大学院を受験する場合、出願

の際にスコアの提出が必要となるため、早めの準備が求められます。こうしたニーズに

こたえ、従来の春期・秋期講座とは受講期限の異なる講座を開講します。

新
宿
校

より開講

水2/1

※入試日程については、大学院などに必ずお問い合わせください。



●レギュラー科目（全20回／1回2時間講義）

開講講座　DVD視聴開始日

科目名
第1講 第2講 第3講 第4講 第5講 第6講 第7講

基 本 講 習 直 前 講 習
第8講 第9講 第10講 第11講 第12講 第13講 第14講 第15講 第1講 第2講 第3講 第4講 第5講

理系英作文  
社会・公共政策論
政治学
国際協力・国際開発論
ＭＢＡ&ＭＯＴ経営戦略
ＭＢＡマーケティング
ＭＢＡ人事・組織戦略
ＭＢＡ&ＭＯＴイノベーション戦略 

●オプション科目（全5～7回／1回2時間講義）
科目名 第1講 第2講 第3講 第4講 第5講 第6講 第7講

苦手分野の克服や知識力の拡充のために特定の科目のみを受講することができます。

理系英語（基礎）
理系英語（工学系）
理系英語（理学系）
国際関係論
法学・政治学英語
ＭＢＡ論述対策
ＭＢＡ英語
英語長文読解［文法編］
英語長文読解［標準編］
英語長文読解［上級編］
ＴＯＥＦＬ対策
ＴＯＥＩＣ対策
論述力強化

2012冬

開講講座　開講科目2012冬

KALSが提案する おすすめコース ※コア科目をセットし短期速習を可能にしたコースです。

●理系英語（基礎） 《●理系英語（工学系）・●理系英語（理学系）からいずれか1科目選択》 OP 理系英作文

単科受講もできます ▶
上記4つのコースご受講の方は下記の科目については追加受講料1科目40,000円で受講できます。
●英語長文読解［文法編］／●英語長文読解［標準編］／●英語長文読解［上級編］／●TOEFL対策／●TOEIC対策／●論述力強化

追加科目のご案内 ▶

理系大学院 英語対策速習コース

●国際関係論 ●法学・政治学英語 OP 社会・公共政策論 OP 政治学 OP 国際協力・国際開発論

その他にも があります。

国際関係・政治政策系大学院 速習コース

国内MBA・MOT 速習コース

2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始

2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始

2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始
2012年2月1日より視聴開始

2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始
2012年3月1日より視聴開始

●個別ブースで講義DVDを視聴する受講形態です（視聴期限内であれ
ば何度も視聴できます）。
●2011年春期もしくは秋期の講義ＤＶＤを使用します。
●講義DVDはいずれの科目も各回120分です。当日程表は視聴開始日
です。
●DVD初回視聴開始日（途中入講の場合は受講申込日）～最終視聴期
限の間には、夏期休館日（8月11日～16日）、ならびに特別講義実施
などDVD視聴できない日もあります。詳細は、受講を希望する校舎へ
ご確認ください。
●開講後の途中入講も随時可能です。
●日程表に記載がない研究計画書概要講義などについては、詳細が決ま
り次第、随時、ご案内します。

理
系

国
際
関
係・

政
治
政
策

Ｍ
Ｂ
Ａ・

Ｍ
O
Ｔ

共
通
英
語・論
述
力
強
化

国内MBA・MOT 社会人入試コース

▶理系英語（基礎） 英語が苦手な方、英語から遠ざかっている方向けの基礎復習講座
▶理系英語（工学系）（理学系） 英語の基礎力のある方を対象とした分野別専門英語対策
▶国際関係論 グローバリゼーション、安全保障の変化など国際関係の基礎的題材を取り上げ政治学的アプローチで授業を展開します。
▶法学・政治学英語 法学・政治学系大学院志望者のために、専門英語の読解訓練を行い、実践力を養成します。
▶MBA論述対策 MBA・MOT入試に必要な分野を抽出し、分野別に社会科学的題材を取り上げ、徹底的な論述訓練で論理的思考力を養成します。
▶MBA英語 基本的な英文から始め、経営戦略やマーケティングといった領域の英文の読解訓練を行い、背景にあるMBA・MOTの専門知識も同時に習得します。
▶英語長文読解［文法編］ 大学院入試の主要な出題形式である読解に焦点をあて、基本の文法事項を総復習します。
▶英語長文読解［標準編］ 大学院入試の標準レベルの英文を題材に、英文読解のロジックを解説します。読解のロジックを理解すればどんな英文でも読めるようになります。
▶英語長文読解［上級編］ 大学院入試の高度な読解力・訳出力・要約力を養成します。英文を効率的に読み、かつ適切に要約する技術を伝承します。
▶TOEFL対策、TOEIC対策 近年、大学院独自の筆記試験の代わりにTOEFLまたはTOEICのスコア提出を要求する大学院が増えています。スコアアップのためには通

常の英語読解とは異なる訓練が必要ですので、早めの対策が求められます。
▶論述力強化 大学院入試では「小論文」「専門科目論述」「研究計画書」など高度な論述力が求められます。この科目ではロジカルな思考力と論述力を鍛えます。
▶理系英作文 理系大学院入試で出題される英作文のスキル取得を目的とし、実践力を養成します。英作文は個人では対応しにくい分野であり、また実力

養成に時間がかかるので、早めの対策が必要です。
▶社会・公共政策論 公共政策大学院で出題される社会科学系論述問題の対策を講じます。
▶政治学 政治過程論を中心に基礎的知識の定着を図ります。
▶国際協力・国際開発論 国際協力・国際開発の中でも経済分野に特化した知識を身につけます。
▶MBA＆MOT経営戦略 経営戦略の論理的枠組みを学びます。
▶MBAマーケティング 効果的なマーケティング戦略に的をしぼります。
▶MBA人事・組織戦略 頻出分野のひとつです。戦略の実現に向けた組織戦略のエッセンスを習得します。
▶MBA＆MOTイノベーション戦略 イノベーション、研究開発の考え方を学びます。
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理系大学院
英語対策速習コース

■ 学系別コース受講

■ 単科受講

■ 受講期間／研究計画書指導

■各種注意事項

国際関係・
政治政策系大学院
速習コース

国内ＭＢＡ・ＭＯＴ
速習コース

国内ＭＢＡ・ＭＯＴ
社会人入試コース

半年

半年

半年

半年

¥240,000

¥310,000

¥310,000

¥260,000

¥228,000

¥294,500

¥294,500

¥247,000

科目名 期間 回数 正規受講料 5%割引受講料*

●理系英語（基礎）　
《●理系英語（工学系）・●理系英語（理学系）》からいずれか1科目選択

OP 理系英作文

●国際関係論　
●法学・政治学英語　
OP 社会・公共政策論　
OP 政治学　
OP 国際協力・国際開発論

●MBA論述対策　
●MBA英語
OP MBA＆MOT経営戦略
OP MBAマーケティング
OP MBA人事・組織戦略
OP MBA＆MOTイノベーション戦略

●MBA論述対策　
OP MBA＆MOT経営戦略
OP MBAマーケティング
OP MBA人事・組織戦略
OP MBA＆MOTイノベーション戦略

★コース追加科目 コース受講の方は、以下の科目を特別割引料金で受講することができます。
英語長文読解［文法編］／英語長文読解［標準編］／英語長文読解［上級編］／ＴＯＥＦＬ対策／ＴＯＥＩＣ対策／論述力強化

割引追加受講料

1科目あたり ¥40,000

20回
20回
20回
20回
20回
20回
20回
20回
20回
20回
20回
20回
20回

半年
半年
半年
半年
半年
半年
半年
半年
半年
半年
半年
半年
半年

¥130,000
¥130,000
¥130,000
¥130,000
¥130,000
¥130,000
¥130,000
¥130,000
¥130,000
¥130,000
¥130,000
¥130,000
¥130,000

¥123,500
¥123,500
¥123,500
¥123,500
¥123,500
¥123,500
¥123,500
¥123,500
¥123,500
¥123,500
¥123,500
¥123,500
¥123,500

理系英語（基礎）
理系英語（工学系）
理系英語（理学系）
国際関係論
法学・政治学英語
MBA論述対策
MBA英語
英語長文読解［文法編］
英語長文読解［標準編］
英語長文読解［上級編］
TOEFL対策
TOEIC対策
論述力強化

科目名 回数 正規受講料 5%割引受講料*

7回
7回
7回
7回
5回
5回
5回
5回

¥56,000
¥56,000
¥56,000
¥56,000
¥40,000
¥40,000
¥40,000
¥40,000

¥53,200
¥53,200
¥53,200
¥53,200
¥38,000
¥38,000
¥38,000
¥38,000

理系英作文
社会・公共政策論
政治学
国際協力・国際開発論
MBA＆MOT経営戦略
MBAマーケティング
MBA人事・組織戦略
MBA＆MOTイノベーション戦略

◎初めて河合塾KALSの講座を受講される方（入会金不要の講座等の受講経験者も含む）は、受講料に加えて入会金10,000円（税込）が必要です。

2012年冬期
各学系別速習コース
社会人入試コース

2012年冬期 レギュラー科目（半年）

2012年冬期 オプション科目のみ

研究計画書指導の有無受講形態 受講期間（途中入講の場合も同一）

初回講義視聴開始日（途中入講の場合は受講申込日）から2012年8月31日まで

初回講義視聴開始日（途中入講の場合は受講申込日）から2012年8月31日まで

初回講義視聴開始日（途中入講の場合は受講申込日）から講義回数が7回以上の科目は3ヶ月間、6回以下は2ヶ月間
※ただし、2012年8月31日をもって受講期間は終了となります。

3回（概要講義1回を含む）

3回（概要講義1回を含む）

含まれません

【講座について】
※本講座で使用する講義ＤＶＤは、2011年春期もしくは秋期に収録したものです。
※開講時期（春・夏・秋・冬）の異なる科目を組み合わせたコース、およびコース追加科目の受講はできません。
※お申込いただいた講座、コース、科目は変更できません。
【使用する教材について】
※教材はオリジナルテキスト・レジュメを使用しますが、参考図書などは別途購入していただくことがあります。
【受講料について】
※指定の大学生協・大学内書店、指定書店で受講料をお支払いの場合、5％割引受講料でお申込できます。
詳しくはカラーパンフレット「大学院入試対策講座［通学講座用］」38ページをご参照ください。
※「河合塾グループＯＢ割引」「追加受講割引」「河合塾ＫＡＬＳ再チャレンジ割引」等の割引制度があります。
詳しくはカラーパンフレット「大学院入試対策講座［通学講座用］」38ページをご参照ください。
※いったん納入された入会金・受講料等は返還いたしません。

【お申込方法について】
※カラーパンフレット「大学院入試対策講座［通学講座用］」の39ページをご参照ください。
【受講期間について】
※ＤＶＤ視聴、各種サポート制度（研究計画書個別指導、質問書システム・チューター制度の利用、過去問題・
受験アンケート・研究計画書閲覧、自習室の利用）は受講期限内に限り利用できます。

【研究計画書について】
※コース受講生、レギュラー科目受講生は、科目名や科目数にかかわらず、研究計画書指導が含まれてい
ます。
※研究計画書指導は、1回目が集合形式の学系別「概要講義」、2回目・3回目が「個別指導」となります。
※研究計画書の指導は、いずれも各科目の専門講師が行います。指導領域については、校舎にお問い合
わせください。

【個人情報の保護に関する事項について】
※カラーパンフレット「大学院入試対策講座［通学講座用］」の39ページをご参照ください。

講座一覧  受講料・受講期間

コース名 期間 含まれる科目 正規受講料 5%割引受講料*

レ
ギ
ュ
ラ
ー
科
目

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

●…レギュラー科目　OP…オプション科目
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